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　　　　　　　　　　　黄道光課月報
　　　　　　　　　　　　　（1935年1月分の報告）

　本年に入って宵の黄道光の張まると共に俄然槻測は活況を呈［一，年頭より

同時観測の計劃もありかつての全盛時代を完全にとり返してみる。喜ばしい

ことは新進熱心家を暦しつkあることで，今叉こSに本年最初の新観測者を

加へ得たことを：大いなる慶びを以ってお傳へする．

　　　　佐賀縣小城中學校物理科．井　上　直　治先生

氏の眞剣なる槻測及び研究がいよいよ2月より始められることNなった・槻測

揚所は理想的な由である．御華燭を果る・

　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　×

観　測　者

　下保　茂（！〈ii）沓掛七二（Kt）賑瀬永治郎（Hv）寺町忠行（Tr）宇野夏雄（Un）

　笹部榮一（Ss）　本田　實（lid）淺野英之助（As）山田　長（Ym）富原守清CTm）
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　賓西天一一年頭の同時槻測は5日一7日迄であって上表の如く充分な成績

を墾げてるる．月初めの明るさは2・0×LC程度であって漸次塘しゅき月末に

は3～4×LC程度となってみる．廣瀬氏によれば2月初めにかけて例年よりも

禾削り1るいと槻測され他の二三氏によっても一，二洞認められてみるが，2月分

の報告を待たなければ明瞭でない．

　明るさの中心線は大罷に於て黄道上にあり頂鮎は僅か北傾してみる。巾は

離角300附近にて400－50。位である．光帯は北海道の観測を除き，かなb

明瞭に牡牛座の銀河に至るもめが見られてるる．大器正しく黄道上の様であ

る．

　曉東天一一負1等李の木星と零等級の火星を含んでみる．明るさはかなり衰

へてはみるが一」：：旬の槻測では2．OxO程度と見積られてみる．但し銀河をさけ

るためにかなり早い時刻が撰ばれてみるゐは止むを得ない，二って明るさも

離：角40。一一一50。附近のものである．中心線はほビ黄道に李行で大罷4。前後北

に偏してみる．光帯も甚だ淡いながら見られてるる．

・封日照の観測は本月はない．

　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　×

　前圖爽表した昨1934年度の総観測数は締切り後に至って，廣瀬氏より11，12

月分，下保氏より12月分の御報告あり次の如くになる．

　　・h・2曙1　恥朋｛劉　・2月｛讐1

　1934勾三度糸慰数

　　馨　墓｝計　…回

　從って1921年以降の総計は

　　馨、鋤附・723回

（幹　　事）
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攣光星課報告（25）

倉敷　小山秋雄

2月中の観測撒（A表）
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●新に報告された方は大阪の西井宗一氏である・◎西川氏の分は，一月分も含まれて

みる・●数は多くはなかったが，正確な戸口を途られてるた愛媛縣の木下氏が病氣の

ため山分二二を巾止されるに至った事は二念である・
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　　　　　　　　　遊星面課月報（1935年明）

　概況　天候は良好でなかった．火星も未だ曉天で観測は多くなかった．昨

年11月からの前田氏の病理は遺憾であったが，二月末日より三流も牧まり，

山本課長，伊達，前田，木邊諸氏により連績に再現測が始められ，新設六甲星

見豪でも行はれる筈である・

　火星　待望の火星も昨今漸く好位置に昇り阿り，冬の氣駆配置から逃れて下

流も牧まって來た様である．木邊氏によれば，北極冠は見難くなり，南極の

方は充分に見られなV・が，目立つたのは，シルチスの濃さに匹敵する大艦同

寸度の北直球ユ11一ピアの模様であった．径度300。中心以外は描窮が取れて

居ない．3－5月の治績を望む・

　木星，土星　観測はない，木星の方は4月からは樂になるので観測を御願ぴす

る．

　金星　愈々好時運になって來た．今度は特別にプログラムを編成して行っ

て見たい．御協力を御願申一hげる．（幹事）

　火星中央経度
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一九三五年四月中旬の小遊星圖
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●三重三宇治山田市の尾崎正次氏が太陽果に入り，今月より報告を逡られることにな
ったのは喜ばしい・●一般に天国は可なり不良で襯測日面20日に滴たない人も多いが，
肇湾と朝鮮方面の成績は見事である．●清水氏の窟眞は1，8，9，11，13，14，15，16，18，20，

25，28の12ヶ月に行はれ一τみる，●ブレテンには去一一日から三一氏の報告を載せるこ
とにした・


